
(57)【要約】

【課題】ケース内に収納した発熱部からの熱を効率よく

放熱して冷却することが可能で、小型化及び軽量化を図

ることができ、日射による熱負荷を軽減することができ

る電子機器用冷却装置を提供する。

【解決手段】内ケース３内に電子機器の回路基板１０を

収納し、内ケース３の外側を中間ケース１で覆い、その

外側に外ケース２を配設し、内気ファン４と外気ファン

５の送風により回路基板１０を冷却する。外気ファン５

により送風する外気通路１２内に、金属薄板をコルゲー

ト状に成形しルーバを切り起こした構造の外気用コルゲ

ートルーバフィン７が配設される。外ケース２の外側に

サンシェード板３１～３４が装着される。サンシェード

板３１～４３の外側に太陽電池３５が装着され、太陽電

池３５で発生した電力を用いて外気ファン５を駆動する

。

【選択図】図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ケ ー ス 内 に 電 子 機 器 の 発 熱 部 を 収 納 し 、 フ ァ ン の 送 風 に よ り 該 発 熱 部 を 冷 却 す る 電 子 機 器
用 冷 却 装 置 に お い て 、
該 フ ァ ン に よ り 送 風 す る 空 気 の 通 路 内 に 、 金 属 薄 板 を コ ル ゲ ー ト 状 に 成 形 し ル ー バ を 切 り
起 こ し た 構 造 の コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン が 配 設 さ れ 、 該 ケ ー ス の 外 側 に サ ン シ ェ ー ド 板 が
装 着 さ れ 、 該 サ ン シ ェ ー ド 板 の 外 側 に 太 陽 電 池 が 装 着 さ れ 、 該 太 陽 電 池 で 発 生 し た 電 力 を
用 い て 該 フ ァ ン を 駆 動 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 用 冷 却 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ケ ー ス が 略 直 方 体 形 状 に 形 成 さ れ 、 該 ケ ー ス を 屋 外 に 設 置 し た 際 、 該 ケ ー ス の 外 面 が
略 真 上 を 向 く 天 面 、 該 ケ ー ス の 外 面 が 略 南 を 向 く 南 面 、 該 ケ ー ス の 外 面 が 略 東 を 向 く 東 面
、 該 ケ ー ス の 外 面 が 略 西 を 向 く 西 面 に 、 各 々 前 記 サ ン シ ェ ー ド 板 が 取 り 付 け ら れ た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 機 器 用 冷 却 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 発 熱 部 が 内 ケ ー ス 内 に 収 容 さ れ 、 該 内 ケ ー ス の 外 側 に 内 気 通 路 を 介 し て 中 間 ケ ー ス が
該 内 ケ ー ス を 包 囲 す る よ う に 配 設 さ れ 、 該 内 ケ ー ス 内 の 空 気 を 該 中 間 ケ ー ス 内 の 内 気 通 路
と の 間 で 循 環 さ せ る 内 気 フ ァ ン が 配 設 さ れ 、 該 内 気 通 路 内 に 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ
ン が 配 設 さ れ 、 該 中 間 ケ ー ス の 外 側 に 外 気 通 路 を 介 し て 外 ケ ー ス が 中 間 ケ ー ス を 囲 う よ う
に 配 設 さ れ 、 該 外 気 通 路 の 空 気 を 流 通 さ せ る 外 気 フ ァ ン が 配 設 さ れ 、 該 外 気 通 路 内 に 外 気
用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン が 配 設 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 機 器 用 冷 却
装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 移 動 電 話 網 の 無 線 基 地 局 な ど 、 屋 外 な ど に 設 置 さ れ る 電 子 機 器 内 で 発 生 す る 熱
を 効 率 よ く 放 熱 す る 電 子 機 器 用 の 冷 却 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
例 え ば 、 移 動 電 話 網 の 無 線 基 地 局 と し て 多 く の 無 線 通 信 装 置 が ビ ル の 屋 上 、 支 柱 の 上 な ど
の 屋 外 に 設 置 さ れ て い る が 、 こ の 種 の 無 線 通 信 装 置 に は 、 送 信 用 の 増 幅 回 路 な ど に 発 熱 量
の 大 き い パ ワ ー 素 子 が 使 用 さ れ る た め 、 装 置 自 体 の 発 熱 量 が 増 大 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の 種 の 通 信 機 器 の 回 路 基 板 の 発 熱 は 、 回 路 素 子 の 温 度 上 昇 を も た ら し 、 電 子 回 路 の 動 作
性 能 の 低 下 や 故 障 の 原 因 と な る た め 、 発 熱 を 空 気 流 に よ り 放 熱 し て 冷 却 す る 冷 却 装 置 を 通
常 設 け て い る 。 し か し 、 従 来 の こ の 種 の 無 線 通 信 機 器 の 冷 却 装 置 と し て は 、 一 般 に 、 通 信
機 器 の 密 閉 さ れ た 内 ケ ー ス の 外 側 を 外 ケ ー ス に よ り 包 囲 し 、 外 ケ ー ス の 外 面 に ア ル ミ ダ イ
キ ャ ス ト 製 の 冷 却 用 フ ィ ン （ ヒ ー ト シ ン ク フ ィ ン ） を 設 け た だ け の 比 較 的 簡 単 な 構 造 で あ
る 。 し た が っ て 、 内 ケ ー ス 内 で 発 生 し た 発 熱 を 外 ケ ー ス の 外 面 の ヒ ー ト シ ン ク フ ィ ン で 放
熱 す る よ う に 冷 却 す る た め 、 冷 却 能 力 が 低 く 、 通 信 機 器 内 部 の 増 加 し た 発 熱 量 を 、 従 来 の
ヒ ー ト シ ン ク フ ィ ン で 効 率 よ く 放 熱 す る こ と が 難 し い と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の た め に 、 こ の 種 の 屋 外 に 設 置 さ れ る 通 信 機 器 の 冷 却 装 置 と し て 、 外 ケ ー ス の 外 面 に 大
形 の ヒ ー ト シ ン ク フ ィ ン を 設 け る こ と が 検 討 さ れ た が 、 大 形 の ヒ ー ト シ ン ク フ ィ ン 、 例 え
ば フ ィ ン の ピ ッ チ が ２ ０ ｍ ｍ で 、 フ ィ ン の 高 さ が ４ ０ ｍ ｍ の ヒ ー ト シ ン ク フ ィ ン を ア ル ミ
ダ イ キ ャ ス ト で 製 作 す る に は 、 非 常 に 高 い 製 造 コ ス ト が か か り 、 ま た 、 ヒ ー ト シ ン ク フ ィ
ン 自 体 の 重 量 も 、 例 え ば ２ ０ ｋ ｇ 以 上 と 増 大 す る た め 、 冷 却 装 置 を 含 む 無 線 通 信 装 置 の 重
量 が 非 常 に 重 く な り 、 ビ ル の 屋 上 や 支 柱 の 上 に 設 置 す る 際 、 多 く の 人 手 を 必 要 と し 、 設 置
作 業 性 が 非 常 に 悪 く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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本 発 明 は 、 上 述 の 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 ケ ー ス 内 に 収 納 し た 発 熱 部 か ら の 熱 を 効 率
よ く 放 熱 し て 冷 却 す る こ と が 可 能 で 、 小 型 化 及 び 軽 量 化 を 図 る こ と が で き 、 さ ら に 日 射 に
よ る 熱 負 荷 を 軽 減 す る こ と が で き る 電 子 機 器 用 冷 却 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 請 求 項 １ の 電 子 機 器 用 冷 却 装 置 は 、 ケ ー ス 内 に 電 子
機 器 の 発 熱 部 を 収 納 し 、 フ ァ ン の 送 風 に よ り 発 熱 部 を 冷 却 す る 電 子 機 器 用 冷 却 装 置 に お い
て 、 フ ァ ン に よ り 送 風 す る 空 気 の 通 路 内 に 、 金 属 薄 板 を コ ル ゲ ー ト 状 に 成 形 し ル ー バ を 切
り 起 こ し た 構 造 の コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン が 配 設 さ れ 、 ケ ー ス の 外 側 に サ ン シ ェ ー ド 板 が
装 着 さ れ 、 サ ン シ ェ ー ド 板 の 外 側 に 太 陽 電 池 が 装 着 さ れ 、 太 陽 電 池 で 発 生 し た 電 力 を 用 い
て フ ァ ン を 駆 動 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ こ で 、 上 記 の 冷 却 装 置 で は 、 請 求 項 ２ の よ う に 、 ケ ー ス が 略 直 方 体 形 状 に 形 成 さ れ 、 ケ
ー ス を 屋 外 に 設 置 し た 際 、 ケ ー ス の 外 面 が 略 真 上 を 向 く 天 面 、 ケ ー ス の 外 面 が 略 南 を 向 く
南 面 、 ケ ー ス の 外 面 が 略 東 を 向 く 東 面 、 ケ ー ス の 外 面 が 略 西 を 向 く 西 面 に 、 各 々 前 記 サ ン
シ ェ ー ド 板 を 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
さ ら に 、 上 記 冷 却 装 置 で は 、 請 求 項 ３ の 発 明 の よ う に 、 発 熱 部 が 内 ケ ー ス 内 に 収 容 さ れ 、
内 ケ ー ス の 外 側 に 内 気 通 路 を 介 し て 中 間 ケ ー ス が 内 ケ ー ス を 包 囲 す る よ う に 配 設 さ れ 、 内
ケ ー ス 内 の 空 気 を 中 間 ケ ー ス 内 の 内 気 通 路 と の 間 で 循 環 さ せ る 内 気 フ ァ ン が 配 設 さ れ 、 内
気 通 路 内 に 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン が 配 設 さ れ 、 中 間 ケ ー ス の 外 側 に 外 気 通 路 を 介
し て 外 ケ ー ス が 中 間 ケ ー ス を 囲 う よ う に 配 設 さ れ 、 外 気 通 路 の 空 気 を 流 通 さ せ る 外 気 フ ァ
ン が 配 設 さ れ 、 外 気 通 路 内 に 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン を 配 設 し て 構 成 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 作 用 】
こ の よ う な 電 子 機 器 用 冷 却 装 置 は 、 例 え ば 移 動 電 話 網 の 無 線 基 地 局 と な る 無 線 通 信 装 置 用
の 冷 却 装 置 と し て 、 ビ ル の 屋 上 、 支 柱 の 上 な ど の 屋 外 に 設 置 さ れ る 。 こ の よ う な 屋 外 の 環
境 下 に 設 置 さ れ る 電 子 機 器 に は 日 中 、 直 射 日 光 が 照 射 さ れ 、 電 子 機 器 用 冷 却 装 置 は 高 い 日
射 負 荷 に さ ら さ れ る 。 し か し 、 本 冷 却 装 置 の ケ ー ス の 外 側 に は 、 サ ン シ ェ ー ド 板 が 装 着 さ
れ て い る た め 、 ケ ー ス 外 面 に は 日 陰 が 形 成 さ れ 、 直 射 日 光 に よ る 日 射 負 荷 は 軽 減 さ れ 、 ケ
ー ス 内 の 温 度 上 昇 を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 サ ン シ ェ ー ド 板 の 外 側 に 太 陽
電 池 が 装 着 さ れ 、 太 陽 電 池 で 発 生 し た 電 力 を 用 い て 冷 却 用 の フ ァ ン を 駆 動 す る た め 、 冷 却
装 置 で 使 用 す る 電 力 を 太 陽 電 池 の 起 電 力 で ま か な い 、 電 力 消 費 量 を 低 減 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 構 成 の 電 子 機 器 用 冷 却 装 置 で は 、 内 気 フ ァ ン の 駆 動 に よ り 、 発 熱 部 を 収 容 し た 内 ケ ー
ス 内 の 空 気 は 、 内 気 フ ァ ン に 吸 引 さ れ て 、 内 ケ ー ス 内 と 中 間 ケ ー ス 内 の 内 気 通 路 を 循 環 す
る 。 こ の 間 、 内 ケ ー ス 内 の 発 熱 部 か ら 発 生 し た 熱 は 、 内 ケ ー ス 内 を 流 れ る 空 気 に 熱 伝 導 さ
れ 、 空 気 の 温 度 を 上 昇 さ せ て 熱 交 換 を 行 い 、 発 熱 部 の 温 度 は 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
一 方 、 内 ケ ー ス 内 と 中 間 ケ ー ス 内 の 内 気 通 路 を 循 環 す る 内 側 の 空 気 の 温 度 は 、 発 熱 部 か ら
放 熱 さ れ る 熱 を 奪 っ て 上 昇 す る が 、 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン を 通 過 す る 際 、 有 効 放
熱 面 積 の 広 い コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン に 接 触 し て 、 空 気 の 熱 が こ の フ ィ ン に 高 い 効 率 で 伝
達 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 内 ケ ー ス 内 の 空 気 の 温 度 の 上 昇 が 抑 制 さ れ 、 内 ケ ー ス 内 の 発 熱 部
は 、 温 度 上 昇 を 抑 え た 冷 却 空 気 の 流 通 に よ り 効 果 的 に 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
一 方 、 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン に 伝 達 さ れ た 熱 は 、 中 間 ケ ー ス に 伝 達 さ れ 、 さ ら に
中 間 ケ ー ス か ら 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン に 伝 達 さ れ 、 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ
ン の 温 度 を 上 昇 さ せ る 。 外 気 フ ァ ン の 駆 動 に よ り 、 外 気 が 中 間 ケ ー ス の 外 側 で 外 ケ ー ス の
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内 側 の 外 気 通 路 を 流 通 す る か ら 、 外 気 が 外 気 通 路 に 配 設 さ れ た 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ
ィ ン の 周 囲 を 通 過 す る と き 、 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ７ の 熱 が そ の 広 い 放 熱 面 積 に
よ り 外 気 に 高 い 効 率 で 熱 伝 達 さ れ 、 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン は 効 果 的 に 冷 却 さ れ 、
こ れ に よ っ て 、 発 熱 部 が 冷 却 さ れ 、 そ の 温 度 上 昇 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 冷 却 装 置 を 適 用 し
た 電 子 機 器 と し て の 無 線 通 信 装 置 の 斜 視 図 を 示 し 、 図 ２ は そ の 部 分 切 り 欠 き 斜 視 図 を 、 図
３ は 中 間 ケ ー ス １ 内 の 内 ケ ー ス ３ の 斜 視 図 を 示 し 、 図 ４ ， ５ は そ の 断 面 図 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 に お い て 、 ３ は 内 部 に 収 容 室 １ ３ を 形 成 し て 矩 形 の 箱 型 に 形 成 さ れ た 内 ケ ー ス で あ り 、
収 容 室 １ ３ 内 に は 発 熱 部 と な る 回 路 素 子 、 そ の 他 ト ラ ン ス 等 の 電 気 機 器 を 実 装 し た 回 路 基
板 １ ０ が 収 納 さ れ る 。 こ の 内 ケ ー ス ３ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 背 面 部 が 開 口 さ れ 、 図 ３ に
示 す よ う に 、 そ の 正 面 に は 収 容 室 １ ３ 内 の 空 気 を 循 環 さ せ る た め の 内 気 フ ァ ン ４ が 取 り 付
け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
内 気 フ ァ ン ４ の ケ ー シ ン グ １ ４ は 、 内 ケ ー ス ３ 内 の 空 気 を 吸 引 す る よ う に 取 り 付 け ら れ 、
フ ァ ン に よ り 吸 引 し た 空 気 を ラ ジ ア ル 方 向 に 送 風 す る よ う に 、 ケ ー シ ン グ １ ４ の 外 周 部 に
送 風 口 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 内 気 フ ァ ン ４ は 、 図 ３ で は １ 台 が 内 ケ ー ス ３ の 正 面 側 に 取
り 付 け ら れ て い る が 、 ケ ー ス の 大 き さ に よ っ て は ２ 台 以 上 設 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
内 ケ ー ス ３ の 外 側 に は 空 間 を 形 成 し た 状 態 で 、 中 間 ケ ー ス １ が そ の 周 囲 全 体 を 包 囲 す る よ
う に 配 設 さ れ る 。 中 間 ケ ー ス １ は 密 閉 構 造 を 持 っ た 矩 形 の 箱 型 に 形 成 さ れ 、 中 間 ケ ー ス １
の 内 側 で 内 ケ ー ス ３ の 外 側 の 空 間 に は 、 内 気 通 路 １ １ が 内 ケ ー ス ３ の 周 囲 全 体 に 形 成 さ れ
る 。 つ ま り 、 内 ケ ー ス ３ は 密 閉 構 造 の 中 間 ケ ー ス １ に よ っ て 包 囲 さ れ 、 内 側 の 空 気 が 内 ケ
ー ス ３ の 内 と 外 を 流 通 す る た め の 内 気 通 路 １ １ が 中 間 ケ ー ス １ 内 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ し て 、 こ の 内 気 通 路 １ １ 内 に 、 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ が 配 設 さ れ る 。 こ の 内
気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 金 属 薄 板 （ 例 え ば 厚 さ ０ ． ２ ｍ ｍ
） を フ ィ ン 材 料 と し て 、 １ 対 の 歯 付 き 成 形 ロ ー ラ に よ り コ ル ゲ ー ト 状 に 成 形 さ れ た コ ル ゲ
ー ト フ ィ ン で あ り 、 歯 付 き 成 形 ロ ー ラ に は ル ー バ 成 形 用 の ル ー バ 切 り 刃 が 設 け ら れ 、 多 く
の ル ー バ が コ ル ゲ ー ト フ ィ ン の 各 所 に 切 り 起 こ す よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な ア ル
ミ ニ ウ ム の 薄 板 製 で 、 コ ル ゲ ー ト 状 に 成 形 さ れ る と 共 に 、 多 数 の ル ー バ を 切 り 起 こ し て 形
成 さ れ た 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ は 、 極 め て 軽 量 で あ る と 共 に 、 良 好 な 熱 伝 導 性
を 有 し 、 空 気 の 流 通 に よ り 非 常 に 高 い 熱 交 換 効 率 （ 冷 却 効 率 ） を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う な 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 そ の コ ル ゲ ー ト 方 向
を 内 ケ ー ス ３ の 周 囲 方 向 と し 、 コ ル ゲ ー ト に よ っ て 形 成 さ れ た 溝 方 向 を 空 気 の 通 風 方 向 に
向 け て 、 内 ケ ー ス ３ の 外 周 部 に 取 り 付 け ら れ 、 ロ ウ 付 け に よ り ケ ー ス の 外 面 に 固 定 さ れ る
。 さ ら に 、 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ は 、 図 ４ ， ５ に 示 す よ う に 、 中 間 ケ ー ス １ の
内 周 面 に も ロ ウ 付 け に よ り 固 定 さ れ る 。 こ の よ う に 、 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ を
内 ケ ー ス ３ の 外 周 面 と 中 間 ケ ー ス １ の 内 周 面 に ロ ウ 付 け す る こ と に よ り 、 ケ ー ス の 放 熱 面
積 を 有 効 に 拡 大 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 内 気 フ ァ ン ４ に よ り 内 気 通 路 １ １ 内 を 空
気 が 通 過 す る 際 、 放 熱 面 積 の 広 い 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ の 周 囲 を 通 過 し て 流 通
し 、 空 気 と フ ィ ン 間 で 熱 交 換 が 効 率 よ く 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
さ ら に 、 中 間 ケ ー ス １ の 外 側 に 外 ケ ー ス ２ が そ れ を 包 囲 す る よ う に 配 設 さ れ る 。 こ の 外 ケ
ー ス ２ は 矩 形 の 箱 型 に 形 成 さ れ 、 内 側 に 空 間 を 持 っ た 状 態 で 中 間 ケ ー ス １ の 外 側 に 被 せ ら
れ 、 こ れ に よ っ て 、 中 間 ケ ー ス １ と 外 ケ ー ス ２ の 間 に 、 空 気 の 流 通 路 と し て 外 気 通 路 １ ２
が 形 成 さ れ る 。 外 ケ ー ス ２ の 背 面 に は 外 気 と 連 通 す る 開 口 部 が 設 け ら れ 、 そ の 正 面 側 に は
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外 気 フ ァ ン ５ が 外 ケ ー ス ２ 内 の 外 気 通 路 １ ２ の 空 気 を 外 側 に 送 風 す る よ う に 配 設 さ れ る 。
外 気 フ ァ ン ５ は 図 １ の よ う に ２ 台 が 外 ケ ー ス ２ の 正 面 に 装 着 さ れ る が 、 ケ ー ス の 大 き さ に
よ っ て は １ 台 で あ っ て も 、 ３ 台 以 上 設 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
さ ら に 、 こ の 外 気 通 路 １ ２ 内 に 、 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ７ が 配 設 さ れ る 。 外 気 用
コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ７ は 、 上 記 の 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ と 同 じ 構 造 の フ ィ
ン で あ り 、 ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 金 属 薄 板 （ 例 え ば 厚 さ ０ ． ２ ｍ ｍ ） を フ ィ ン 材 料 と し て 、
１ 対 の 歯 付 き 成 形 ロ ー ラ に よ り コ ル ゲ ー ト 状 に 成 形 さ れ た フ ィ ン で あ り 、 歯 付 き 成 形 ロ ー
ラ に は ル ー バ 成 形 用 の ル ー バ 切 り 刃 が 設 け ら れ 、 多 く の ル ー バ が コ ル ゲ ー ト フ ィ ン の 各 所
に 切 り 起 こ す よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ７ も 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ の コ ル ゲ ー ト 方 向 を 中 間
ケ ー ス １ の 周 囲 方 向 と し 、 コ ル ゲ ー ト に よ っ て 形 成 さ れ た 溝 方 向 を 空 気 の 通 風 方 向 に 向 け
て 、 中 間 ケ ー ス １ の 外 周 部 に 取 り 付 け ら れ 、 ロ ウ 付 け に よ り ケ ー ス の 外 面 に 固 定 さ れ る 。
さ ら に 、 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ７ は 、 図 ４ ， ５ に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス ２ の 内 周
面 に も ロ ウ 付 け に よ り 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 上 記 構 成 の 電 子 機 器 用 冷 却 装 置 の 動 作 を 説 明 す る と 、 こ の 冷 却 装 置 は 、 内 ケ ー ス ３
内 に 収 容 さ れ た 電 子 機 器 の 動 作 中 、 内 ケ ー ス ３ に 取 り 付 け ら れ た 内 気 フ ァ ン ４ と 外 ケ ー ス
２ に 取 り 付 け ら れ た 外 気 フ ァ ン ５ が 運 転 ・ 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
内 気 フ ァ ン ４ の 駆 動 に よ り 、 内 ケ ー ス ３ 内 つ ま り 発 熱 部 で あ る 回 路 基 板 １ ０ を 収 容 し た 収
容 室 １ ３ 内 の 空 気 は 、 内 気 フ ァ ン ４ に 吸 引 さ れ て 中 間 ケ ー ス １ 内 の 内 気 通 路 １ １ に 向 け て
送 風 さ れ る 。 中 間 ケ ー ス １ 内 は 密 閉 構 造 で あ り 、 内 ケ ー ス ３ の 背 面 が ケ ー ス １ 内 に 開 口 し
て い る か ら 、 中 間 ケ ー ス １ 内 の 内 気 通 路 １ １ に 送 風 さ れ た 空 気 は そ こ を 通 り 、 再 び 内 ケ ー
ス ３ 内 に 戻 っ て 、 内 ケ ー ス ３ 内 と 中 間 ケ ー ス １ 内 の 内 気 通 路 １ １ を 循 環 す る 。 こ の 間 、 回
路 基 板 １ ０ の パ ワ ー 素 子 等 か ら 発 生 し た 熱 は 、 収 容 室 １ ３ 内 を 流 れ る 空 気 に 伝 導 さ れ 、 空
気 の 温 度 を 上 昇 さ せ て 熱 交 換 さ れ 、 相 対 的 に 回 路 基 板 １ ０ の 温 度 は 低 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
一 方 、 内 ケ ー ス ３ 内 と 中 間 ケ ー ス １ 内 の 内 気 通 路 １ １ を 循 環 す る 内 側 の 空 気 の 温 度 は 、 回
路 基 板 １ ０ か ら 放 熱 さ れ る 熱 を 奪 っ て 上 昇 す る が 、 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ を 通
過 す る 際 、 極 め て 広 い 有 効 放 熱 面 積 を 持 つ コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ に 接 触 し て 、 空 気 の
熱 が 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ に 伝 達 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 内 ケ ー ス ３ 内 の 空 気
の 温 度 の 上 昇 は 抑 制 さ れ 、 内 ケ ー ス ３ 内 の 回 路 基 板 １ ０ は 、 温 度 上 昇 を 抑 え た 冷 却 空 気 の
流 通 に よ り 効 果 的 に 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
一 方 、 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ に 伝 達 さ れ た 熱 は 、 フ ィ ン ６ が ロ ウ 付 け さ れ た 中
間 ケ ー ス １ に 伝 達 さ れ 、 さ ら に 中 間 ケ ー ス １ か ら 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ７ に 伝 達
さ れ 、 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ７ の 温 度 を 上 昇 さ せ る 。 し か し 、 外 気 フ ァ ン ５ の 駆
動 に よ り 、 外 気 が 中 間 ケ ー ス １ の 外 側 で 外 ケ ー ス ２ の 内 側 の 外 気 通 路 １ ２ を 流 通 し 、 そ の
際 、 そ こ に 配 設 さ れ た 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ７ の 周 囲 を 外 気 が 通 過 す る と き 、 外
気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ７ の 熱 が そ の 広 い 放 熱 面 積 に よ り 外 気 に 高 い 効 率 で 熱 伝 達 さ
れ 、 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ７ は 効 果 的 に 冷 却 さ れ 、 そ の 温 度 上 昇 は 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
従 っ て 、 内 ケ ー ス ３ 内 の 回 路 基 板 １ ０ で 発 生 し た 熱 は 、 内 ケ ー ス ３ の 外 周 面 に 固 定 さ れ た
内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ 、 中 間 ケ ー ス １ 、 及 び 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ７
を 経 て 、 外 気 に 伝 達 さ れ 、 こ れ に よ っ て 内 ケ ー ス ３ 内 を 冷 却 し 、 回 路 基 板 １ ０ の 温 度 上 昇
を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の よ う に 、 回 路 基 板 １ ０ を 収 容 す る 内 ケ ー ス ３ の 外 側 の 内 気 通 路 １ １ と 中 間 ケ ー ス １ の
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外 側 の 外 気 通 路 １ ２ に 、 コ ル ゲ ー ト 状 で 且 つ ル ー バ を 有 し て 放 熱 面 積 の 広 い コ ル ゲ ー ト ル
ー バ フ ィ ン ６ ， ７ を 配 設 し 、 こ れ ら の コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ ， ７ を 通 し て 回 路 基 板 １
０ の 熱 を 外 気 に 放 熱 す る か ら 、 従 来 の ヒ ー ト シ ン ク フ ィ ン を 使 用 し た も の に 比 べ 、 冷 却 性
能 を 大 き く 高 め 、 冷 却 装 置 を よ り 小 形 に 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ア ル ミ ニ ウ ム な ど
の 金 属 薄 板 を 成 形 し て 製 作 さ れ る コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ ， ７ は 、 従 来 の ヒ ー ト シ ン ク
フ ィ ン を 使 用 し た 冷 却 装 置 に 比 べ 、 そ の 重 さ を 約 半 分 以 下 に ま で 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ６ ～ 図 ８ は 他 の 実 施 形 態 の 電 子 機 器 用 冷 却 装 置 を 示 し て い る 。 こ の 例 で は 、 外 ケ ー ス ２
の 外 側 に サ ン シ ェ ー ド 板 ３ １ ～ ３ ４ が 取 り 付 け ら れ 、 日 射 を 遮 る よ う に し て い る 。 上 記 実
施 形 態 の 構 成 と 同 様 な 部 分 に つ い て は 、 図 ６ ～ 図 ８ に 上 記 と 同 じ 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明
を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 冷 却 装 置 の ケ ー ス は 、 上 記 と 同 様 に 、 内 ケ ー ス ３ 、 中 間 ケ ー ス １ 、 及 び 外 ケ ー ス ２ か ら
な り 、 各 々 は 直 方 体 形 状 に 形 成 さ れ 、 内 外 に 重 ね 合 わ せ る よ う に 配 設 さ れ る 。 回 路 基 板 １
０ が 収 容 さ れ る 内 ケ ー ス ３ は 一 端 が 開 口 し 、 他 端 に 内 気 フ ァ ン 用 の ケ ー シ ン グ が 設 け ら れ
、 そ の ケ ー シ ン グ 内 に 内 気 フ ァ ン ４ が 配 設 さ れ る 。 内 ケ ー ス ３ の 外 側 に 、 内 気 通 路 １ １ を
介 し て 中 間 ケ ー ス １ が 内 ケ ー ス ３ を 包 囲 す る よ う に 配 設 さ れ る 。 内 気 フ ァ ン ４ は 、 内 ケ ー
ス ３ 内 の 空 気 を 中 間 ケ ー ス １ 内 の 内 気 通 路 １ １ と の 間 で 循 環 さ せ る よ う に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
内 気 通 路 １ １ 内 に 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ が 配 設 さ れ 、 中 間 ケ ー ス １ の 外 側 に 外
気 通 路 １ ２ を 介 し て 外 ケ ー ス ２ が 中 間 ケ ー ス １ を 囲 う よ う に 配 設 さ れ る 。 さ ら に 、 外 ケ ー
ス ２ の 一 端 に 外 気 吸 入 用 の 吸 入 口 ２ ５ が 設 け ら れ 、 そ の 吸 入 口 ２ ５ に 外 気 フ ァ ン ５ が 配 設
さ れ る 。 外 気 フ ァ ン ５ は 外 気 を 外 気 通 路 １ ２ に 導 入 す る よ う に 配 設 さ れ 、 外 気 通 路 １ ２ 内
に 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ７ が 配 設 さ れ る 。 さ ら に 、 外 ケ ー ス ２ の 他 端 に 排 気 口 ２
６ が 設 け ら れ 、 外 気 フ ァ ン ５ に よ っ て 吸 入 口 ２ ５ か ら 外 気 通 路 １ ２ に 吸 入 さ れ た 外 気 は 、
排 気 口 ２ ６ か ら 排 気 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
一 方 、 外 ケ ー ス ２ の 外 側 の 主 要 な 面 に 、 サ ン シ ェ ー ド 板 ３ １ ～ ３ ４ が 装 着 さ れ る 。 す な わ
ち 、 外 ケ ー ス ２ は 略 直 方 体 形 状 に 形 成 さ れ 、 外 ケ ー ス ２ を 屋 外 に 設 置 し た 際 、 外 ケ ー ス ２
の 外 面 が 略 真 上 を 向 く 天 面 ２ １ に サ ン シ ェ ー ド 板 ３ １ が 装 着 さ れ 、 外 ケ ー ス ２ の 外 面 が 略
南 を 向 く 南 面 ２ ２ に サ ン シ ェ ー ド 板 ３ ２ が 装 着 さ れ る 。 さ ら に 、 外 ケ ー ス ２ の 外 面 が 略 東
を 向 く 東 面 ２ ３ に サ ン シ ェ ー ド 板 ３ ３ が 装 着 さ れ 、 そ の 外 ケ ー ス ２ の 外 面 が 略 西 を 向 く 西
面 ２ ４ に サ ン シ ェ ー ド 板 ３ ４ が 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ７ 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 各 々 サ ン シ ェ ー ド 板 ３ １ ～ ３ ４ は 、 脚 部 を 介 し て 各 外 ケ ー ス ２
の 取 り 付 け 面 か ら 離 し た 位 置 に 配 置 さ れ る 。 そ し て 、 そ れ ら の 各 サ ン シ ェ ー ド 板 ３ １ ～ ３
４ の 外 側 に は 、 太 陽 電 池 ３ ５ が 装 着 さ れ 、 太 陽 電 池 ３ ５ で 発 生 し た 電 力 を 用 い て 内 気 フ ァ
ン ４ 及 び 外 気 フ ァ ン ５ を 駆 動 す る よ う に 、 太 陽 電 池 ３ ５ は 充 電 回 路 を 介 し て フ ァ ン の 電 源
と な る 蓄 電 池 な ど に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の よ う な 構 成 の 電 子 機 器 用 冷 却 装 置 は 、 移 動 電 話 網 の 無 線 通 信 装 置 用 冷 却 装 置 と し て 、
ビ ル の 屋 上 、 支 柱 の 上 な ど の 屋 外 に 設 置 さ れ る 。 屋 外 の 環 境 下 に 設 置 さ れ る 冷 却 装 置 に は
日 中 、 直 射 日 光 が 照 射 さ れ 、 冷 却 装 置 は 高 い 日 射 負 荷 に さ ら さ れ る 。 し か し 、 本 冷 却 装 置
の 外 ケ ー ス ２ の 外 側 に は 、 そ の 主 要 面 つ ま り 天 面 ２ １ 、 南 面 ２ ２ 、 東 面 ２ ３ 、 及 び 西 面 ２
４ に 、 各 々 サ ン シ ェ ー ド 板 ３ １ ～ ３ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る た め 、 外 ケ ー ス ２ 外 面 に は 日
陰 が 形 成 さ れ 、 直 射 日 光 に よ る 日 射 負 荷 は 軽 減 さ れ 、 ケ ー ス 内 の 温 度 上 昇 を 効 果 的 に 抑 制
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
さ ら に 、 サ ン シ ェ ー ド 板 ３ １ ～ ３ ４ の 外 側 に 太 陽 電 池 ３ ５ が 装 着 さ れ 、 太 陽 電 池 ３ ５ で 発
生 し た 電 力 を 用 い て 冷 却 用 の 内 気 フ ァ ン ４ と 外 気 フ ァ ン ５ を 駆 動 す る た め 、 冷 却 装 置 で 使
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用 す る 電 力 に 太 陽 電 池 の 起 電 力 を 使 用 す る こ と が で き 、 商 用 電 源 の 電 力 消 費 量 を 低 減 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
上 記 構 成 の 電 子 機 器 用 冷 却 装 置 で は 、 内 気 フ ァ ン ４ の 駆 動 に よ り 、 回 路 基 板 １ ０ を 収 容 し
た 内 ケ ー ス ３ 内 の 空 気 は 、 内 気 フ ァ ン ４ に 吸 引 さ れ て 、 内 ケ ー ス ３ 内 と 中 間 ケ ー ス １ 内 の
内 気 通 路 １ １ を 循 環 す る 。 こ の 間 、 内 ケ ー ス ３ 内 の 回 路 基 板 １ ０ か ら 発 生 し た 熱 は 、 内 ケ
ー ス ３ 内 を 流 れ る 空 気 に 熱 伝 導 さ れ 、 空 気 の 温 度 を 上 昇 さ せ て 熱 交 換 を 行 い 、 発 熱 部 の 温
度 は 低 下 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
一 方 、 内 ケ ー ス ３ 内 と 中 間 ケ ー ス １ 内 の 内 気 通 路 １ １ を 循 環 す る 内 側 の 空 気 の 温 度 は 、 回
路 基 板 １ ０ か ら 放 熱 さ れ る 熱 を 奪 っ て 上 昇 す る が 、 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ を 通
過 す る 際 、 有 効 放 熱 面 積 の 広 い コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン に 接 触 し て 、 空 気 の 熱 が こ の フ ィ
ン に 高 い 効 率 で 伝 達 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 内 ケ ー ス ３ 内 の 空 気 の 温 度 上 昇 が 抑 制 さ れ 、 内
ケ ー ス ３ 内 の 回 路 基 板 １ ０ は 、 温 度 上 昇 を 抑 え た 冷 却 空 気 の 流 通 に よ り 効 果 的 に 冷 却 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
一 方 、 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ６ に 伝 達 さ れ た 熱 は 、 中 間 ケ ー ス １ に 伝 達 さ れ 、 さ
ら に 中 間 ケ ー ス １ か ら 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ７ に 伝 達 さ れ 、 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル
ー バ フ ィ ン ７ の 温 度 を 上 昇 さ せ る 。 外 気 フ ァ ン ５ の 駆 動 に よ り 、 外 気 が 中 間 ケ ー ス １ の 外
側 で 外 ケ ー ス ２ の 内 側 の 外 気 通 路 １ ２ を 流 通 す る か ら 、 外 気 が 外 気 通 路 １ ２ に 配 設 さ れ た
外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン ７ の 周 囲 を 通 過 す る と き 、 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン
７ の 熱 が そ の 広 い 放 熱 面 積 に よ り 外 気 に 高 い 効 率 で 熱 伝 達 さ れ 、 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ
フ ィ ン ７ は 効 果 的 に 冷 却 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 回 路 基 板 １ ０ が 冷 却 さ れ 、 そ の 温 度 上 昇 が
抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 電 子 機 器 用 冷 却 装 置 に よ れ ば 、 フ ァ ン に よ り 送 風 す る 冷 却
用 の 空 気 の 通 路 内 に 、 金 属 薄 板 を コ ル ゲ ー ト 状 に 成 形 し ル ー バ を 切 り 起 こ し た 構 造 の コ ル
ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン を 配 設 し 、 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン と 流 通 空 気 と の 間 で 熱 交 換 を 行 い
、 電 子 機 器 の 発 熱 部 を 冷 却 す る よ う に 構 成 し た か ら 、 従 来 の ヒ ー ト シ ン ク フ ィ ン を 使 用 す
る 場 合 に 比 べ 、 小 型 で 放 熱 面 積 の 極 め て 広 い コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン に よ っ て 、 冷 却 用 の
空 気 の 冷 却 能 力 を 高 め 、 発 熱 部 の 温 度 上 昇 を 高 い 効 率 で 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 従 来 の ヒ ー ト シ ン ク フ ィ ン を 使 用 す る 場 合 に 比 べ 、 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン を 使 用
す る こ と に よ り 、 冷 却 装 置 を 小 型 で 且 つ 軽 量 に 製 造 す る こ と が で き 、 冷 却 装 置 付 き 無 線 通
信 装 置 な ど の 電 子 機 器 の 設 置 作 業 を 少 数 の 作 業 者 で 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 コ ル
ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン は 、 ア ル ミ ダ イ キ ャ ス ト で 作 ら れ る ヒ ー ト シ ン ク フ ィ ン に 比 べ 、 小 形
の 成 形 型 で 、 安 価 に 製 造 す る こ と が で き 、 冷 却 装 置 の 製 造 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
さ ら に 、 本 冷 却 装 置 の ケ ー ス の 外 側 に 、 サ ン シ ェ ー ド 板 が 装 着 さ れ て い る た め 、 日 中 の 環
境 下 で は ケ ー ス 外 面 に 日 陰 が 形 成 さ れ 、 直 射 日 光 に よ る 日 射 負 荷 が 軽 減 さ れ 、 ケ ー ス 内 の
温 度 上 昇 を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 サ ン シ ェ ー ド 板 の 外 側 に 太 陽 電 池 が 装
着 さ れ 、 太 陽 電 池 で 発 生 し た 電 力 を 用 い て 冷 却 用 の フ ァ ン を 駆 動 す る た め 、 冷 却 装 置 で 使
用 す る 電 力 に 太 陽 電 池 の 起 電 力 が 使 用 さ れ 、 商 用 電 源 の 電 力 消 費 量 を 低 減 す る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 電 子 機 器 用 冷 却 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 冷 却 装 置 の 一 部 切 り 欠 き 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 内 ケ ー ス ３ の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 図 １ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の Ｖ － Ｖ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 他 の 実 施 形 態 を 示 す 電 子 機 器 用 冷 却 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 冷 却 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ － 中 間 ケ ー ス
２ － 外 ケ ー ス
３ － 内 ケ ー ス
４ － 内 気 フ ァ ン
５ － 外 気 フ ァ ン
６ － 内 気 用 コ ル ゲ ー ト ル － バ フ ィ ン
７ － 外 気 用 コ ル ゲ ー ト ル ー バ フ ィ ン
１ ０ － 回 路 基 板 （ 発 熱 部 ）
１ １ － 内 気 通 路
１ ２ － 外 気 通 路
３ １ ～ ３ ４ － サ ン シ ェ ー ド 板
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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